
Ａ　学校生活アンケートで、自らすすんで学習に取り
組んだと答えた児童が９０％以上

B　学校生活アンケートで、自らすすんで学習に取り
組んだと答えた児童が８０％以上９０％未満

C　学校生活アンケートで、自らすすんで学習に取り
組んだと答えた児童が８０％未満

Ａ　学校生活アンケートでいろいろな考えに気付くこ
とができたと答えた児童が９０％以上

B　学校生活アンケートでいろいろな考えに気付くことがで
きたと答えた児童が８０％以上９０％未満

C　学校生活アンケートでいろいろな考えに気付くこ
とができたと答えた児童が８０％未満

Ａ　他の教員の授業を年に３回以上見て授業改善を
図った教員が９０％以上

B　他の教員の授業を年に３回以上見て授業改善を
図った教員が８０％以上９０％未満

C　他の教員の授業を年に３回以上見て授業改善を
図った教員が８０％未満

Ａ　児童の様子を、学年や学校全体で共有すること
に努めた教員が９０％以上

B　児童の様子を、学年や学校全体で共有すること
に努めた教員が８０％以上９０％未満

C　児童の様子を、学年や学校全体で共有すること
に努めた教員が８０％未満

Ａ　自分から挨拶をすることができた児童が９０％以
上

B　自分から挨拶をすることができた児童が８０％以上
９０％未満

C　自分から挨拶をすることができた児童が８０％未
満

Ａ　グループエンカウンターを学期に１回以上行った
教員が９０％以上

B　グループエンカウンターを学期に１回以上行った
教員が８０％以上９０％未満

C　グループエンカウンターを学期に１回以上行った
教員が８０％未満

Ａ　休み時間や体育の時間にすすんで体を動かして
いると答えた児童が９０％以上

B　休み時間や体育の時間にすすんで体を動かして
いると答えた児童が８０％以上９０％未満

C　休み時間や体育の時間にすすんで体を動かして
いると答えた児童が８０％未満

Ａ　組織的な支援方法を学び、個に合った指導や支
援を実践した教員が９０％以上

B　組織的な支援方法を学び、個に合った指導や支
援を実践した教員が８０％以上９０％未満

C　組織的な支援方法を学び、個に合った指導や支
援を実践した教員が８０％未満

Ａ　学校で友達と過ごす時間や先生と話す時間を楽
しいと感じる児童が９０％以上

B　学校で友達と過ごす時間や先生と話す時間を楽
しいと感じる児童が８０％以上９０％未満

C　学校で友達と過ごす時間や先生と話す時間を楽
しいと感じる児童が８０％未満
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か
し
こ
く

校内研
究

①児童一人一人が意欲的に
授業に取り組む。

・教師は主に問題解決型学習の授業で児童の実態に合っ
た導入の工夫や学習課題の設定、発問の工夫・精選等を
行う。

A A

校内研
究

③教員同士が互いの授業を見
合い授業改善を図る。

教員同士が学年会等で教材研究や児童理解
の機会をもち、児童の実態に合う学習課題や
発問の工夫を行い、日々授業改善に努めて
いる。教師が授業改善を重ねることで、児童が
「やってみよう」「解いてみたい」などの気持ち
が高まり、学習意欲の向上に繋がっている。

教員同士が、学年会などで教材や児童の様
子について情報を共有し、児童理解に努め
た。年間を通して継続的に授業改善を行い、
どの教科や単元でも教師が発問の工夫をする
ことで、児童が主体的に取り組める授業を行う
ことができた。

教員同士が授業を互いに見
合い、高め合って進めていく
取組がよかった。授業におい
ては、児童の生活経験に近い
内容を設定したり、具体的な
例を用いたりして指導すること
で、児童が主体的に学ぶよう
に工夫されていることも分かっ
た。教職員同士が尊敬し合
い、より指導力の向上へつな
げていけるようにしてほしい。
児童が、互いの思いを受け止
めることを大切にしているが、
いつか自分とは異なった考え
方に出合うこともある。その際
に、児童がどのように受け止
めて自己表現をしていくのか
が課題になると思う。

校内研
究

②道徳の授業を通して、児童
一人一人が課題を自分ごとと
して捉え思考する。

・児童の思考を揺さぶる発問を工夫する。
・児童同士が交流できる授業を実践する。

A A

教員が校内研究を中心とした道徳の授業改善を重
ねることで、道徳の本質に迫る授業ができるように
なっている。授業では、ペアやトリオ、たずね歩きな
どを行っている。児童が自分と同じ考えを見付けた
り、違う考えを聞いたりすることで道徳的価値を多角
的・多面的にとらえる機会を増やしている。

学級で意見を否定しない雰囲気を大切に
するなど、児童が安心して話ができる学級
作りに努めた。今後も授業内での交流の
手だてを充実させたり、様々な教科で揺さ
ぶる発問をしたりできるように努めていく。

や
さ
し
く

生活指
導

④仲間外れや相手の嫌がる言
葉遣いをしない児童を育成し、
いじめを見逃さない。

・全教職員が児童の小さな変化を見逃さないようにし、いじめの未然防止に
努める。
・児童同士のトラブルは即時解決を図り、相手が嫌な思いをしていると分
かった時には、「ごめんね。」など、謝ることができる児童を育てる。
・生活指導夕会やいじめ・不登校委員会など、教職員間で児童の様子を週
１回は共有し、早期発見及び早期対応の徹底を図る。

A

・教師は、普段の授業や授業観察等の機会を活かし、授業
を見合うことで互いの指導技術や指導方法の共有を図る。
・授業参観後はポジティブなフィードバックをする。互いに感
想交流することで児童にとってより分かりやすい授業展開を
行う視点を養っていく。

B

肯定的な回答が約８６％であった。評価としてはBだ
が、今年度道徳の授業を中心に職員室の至る所で
教科の話題やフィードバックを行う教員の姿が見ら
れた。学級等の実態により、授業を参観するために、
４５分間教室から離れることが難しいという意見もあっ
た。短い時間でも参観できるように校内で工夫してい
く。

A

100％の教員が、「だいたいできた」「できた」と
答えている。情報を共有して児童を見取り、
チームで対応する大切さを教員が十分に理解
していることが分かる。より多くの大人の目で
児童を見守り、早期発見・早期対応の徹底を
続けることと、いじめの未然防止にも引き続き
努めていく。

100％の教員が、「だいたいできた」「でき
た」と答えている。情報を共有し早期に組
織的な対応をしたことで、関係機関と連携
することができた。引き続き、より多くの大
人の目で児童を見守り、いじめの未然防
止に努めていく。

避難所運営委員会の取組を
地域と学校が共通理解し、児
童は身の安全の守り方を学ん
でほしい。そのためには、学
校と地域の連携だけでなく、
地域が子どもたちを守るという
役割がどういうことなのかを明
確にしていく必要もある。中学
校へ進学した時に不登校に
なる児童がいるので、自分に
自信をもって進学していける
といい。優しさも大切だが、学
習面や行事などで、自分なり
のヘルプの出し方を身に付
け、自分の思いを伝える力を
育てていくことも大切になって
くるのではないだろうかと感じ
る。

生活指
導

⑤すすんで挨拶をする児童を
育成する。

・月目標のめあてや振り返りの指導を通して、挨拶の大切さ
や必要性について月に２回以上は指導し、児童自らが気付
けるようにする。
・校内で児童とすれ違う場面では、教職員が率先して挨拶
を行い、模範的な姿を見せる。

A A

挨拶における具体的な方策を、多くの教員が
実践している。高学年では、挨拶できる児童
が多く見られるようになった。地域や教職員か
ら見て、児童が自分から挨拶をするという姿が
明確であり続けられるように、今後も繰り返し
指導・支援していく。

最終評価では、「自分から挨拶ができた」と回
答した児童が、ほとんどの学年で増えた。月目
標のめあてや振り返りを活用した指導をした
り、教職員が率先して模範的な姿を見せ続け
たりして、引き続きすすんで挨拶をする児童の
育成に取り組んでいく。

生活指
導

⑥自分を大切にし、自分に自
信をもてる児童を育成する。

・年２回、学校生活満足度調査を実施し、調査結果に基づ
き、よりよい人間関係が築けるよう指導をする。
・担任による年２回以上の全員面接において、児童の長所
を一人一人伝え、児童の自己肯定感を高める。

B A

学校生活満足調査の結果を共有し、講師を招聘し
グループエンカウンターの研修を行った。具体的な
エンカウンターの方法を知り、88％の教員が１回以
上行っている。効果的なグループエンカウンターを
実践できるように、２回目の学校生活満足調査の結
果を分析し、研修を重ねていく。

２回目の学校生活度満足調査の結果を分析
し、講師を招聘し研修を行った。研修にて学
級担任は、効果的なエンカウンター等の計画
を考え、９４%の教員が１回以上行うことができ
た。１００％を目指し、校内の研修等を充実さ
せていく。

げ
ん
き
よ
く

体育

⑦体を動かす楽しさや心地よ
さを味わわせ、基礎的な体力
向上に努める児童を育成す
る。

・元気アップタイムや短縄月間の取組を充実させ、運動や
外遊びを推奨する。
・東京都の体力テスト結果を分析し、体育の授業において、
苦手な種目を克服できるような運動を常に準備運動などに
取り入れる。

C

運動会では、委員会で七小体操をつくり、全校共通
の準備運動に取り組むことができた。今年度の体力
テストの結果を共有し、結果を分析して児童の傾向
を把握していく。苦手なところは体育等で常時活動
に取り入れていく。暑さで校庭で遊べない日が続い
たので、体育館を活用するなど体を動かす機会をつ
くる。

縄跳び週間や元気アップタイムの活動を通して目標に向
かって運動に取り組もうとする児童が増え、８０％以上の児
童がすすんで体を動かすことができたと回答した。一方、教
員の３５％が常時運動を意識して行うことができなかったと
回答していた。そこで、体力テストの結果から苦手な分野を
学年ごとに常時運動として取り入れるように提案し、年間指
導計画の中に入れていく。

教師の意図的な活動の設定
や、児童が自分で選べる場面
を設定したら、楽しいと感じる
児童も増えるのではないか。
姿勢保持の力が弱いことが気
になった。

特別支
援

⑧一人一人の個性や特性を
互いに受け入れ、成長できる
ように家庭や関係機関との連
携を密にする。

・ヘルプスキルを高められるような指導を繰り返し行い、児
童自身が、心を安定させて過ごすための手段や方法を身に
付けられるようにする。
・校内支援委員会を定期的に開催し、支援が必要な児童や
家庭へ支援が届くように関係機関との連携を図り、組織的
に対応する。

A A

学期毎に特別支援の校内向け研修会を行い合理的
配慮の必要性や支援方法を等を教員が学んだこと
で、支援の必要性を理解し90％以上の実践に繋
がった。より特別支援教育の充実を図れるように、具
体的な配慮の仕方や支援実践方法について理解啓
発できるよう研修会等を実施していく。

特別支援教育に関わる教員と、通常の学級の教員
が常日頃から指導や支援の実践について話をする
ことができている。こうした常日頃からの連携により、
個に合った指導や支援を実践できたと答えた教員が
９０％以上となる成果に繋がった。今後も、特別支援
教育の視点が、日常の教育活動で当たり前となるよ
うに研修会等を充実させていく。

B

教職員が児童の実態に合わ
せた指導をしていこうと意識し
ていることが分かる。どのよう
にヘルプを出すかを身に付
けていくことは大切な力であ
る。

特別活
動

⑨意欲的に学校生活を楽しく
過ごすことができる児童を育成
する。

・学級活動や学校行事を通して、全教員で児童の「居場所
づくり」「絆つくり」に意識的に取り組む。

A A

担任が児童の「居場所づくり」「絆づくり」を意識して
学級経営をしたり、児童集会や縦割り班活動で異学
年との交流をしたりすることで、学校全体の98％以上
の児童が学校生活の中で楽しさを感じられている。
一方、全校で９人の児童が「楽しくない」１２人の児童
が「あまり楽しくない」と答えているので、特別支援を
含め、個別に楽しさを実感できる支援をしていく。

委員会活動やクラブ活動において、教師主導では
なく、児童が中心となる主体的な取組にすることで、
より活動を充実させることができた。また、５，６年生
はほぼ全員が自分の役割を意識できるようになり、
学校生活の中で楽しさを感じている。特別活動部と
して、簡単な構成的グループエンカウンターや学級
開きの例を紹介していく。

心の粘り強さを育てていくこと
は、中学校での健全な生活
や育成に繋がっていく。主体
的な活動を通して、自分の考
えを出す機会としてぜひ取り
組んでほしい。


